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第 480 回岐阜地方最低賃金審議会議事録 

 

令和６年３月 21 日（木）16：00～ 

岐 阜 合 同 庁 舎 ３ 階 Ａ 会 議 室 

平野室長 

定刻となりました。 

本日は御多用のところ、第 480 回岐阜地方最低賃金審

議会に御出席賜り誠にありがとうございます。 

本日は、使用者側の竹中委員、松野委員が御欠席され

ておりますが、最低賃金審議会令第５条第２項の定足数

を満たしており、本会が有効に成立しておりますことを

御報告いたします。 

なお、本会は公開審議としておりますが、傍聴の申込

はございませんでした。 

それでは、ここからの進行を高橋会長にお願いいたし

ます。 

高橋会長 

これより第 480 回岐阜地方最低賃金審議会を開催いた

します。 

それでは、議事に入ります。 

議題１「特定最低賃金改正の意向表明について」です。 

事務局から説明をお願いいたします。 

安藤室長補佐 

令和６年度に特定最低賃金の新設、改正又は廃止の申

出を行う場合は今年度末までに意向表明をしていただ

くことになっております。 

資料№１（１ページ）を御覧ください。 

日本労働組合総連合会岐阜県連合会会長から「岐阜県

電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通

信機械器具製造業」、「岐阜県自動車・同附属品製造業」、 

「岐阜県航空機・同附属品製造業」の３件の特定最低賃

金について改正の意向表明がありましたことを御報告

いたします。 

次に資料№２（３ページ）を御覧ください。 

特定最低賃金改正の申出要件については、左の最低賃
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金の件名ごとに右から２番目の適用労働者数の概ね３

分の１以上の企業内最低賃金に関する労働協約の適用

労働者数が必要となりますので、これを疎明する資料を

申出書に添付していただきますようお願いします。 

以上です。 

高橋会長 

ありがとうございました。 

ただ今の特定最低賃金改正の意向表明に関して、御質

問、御意見等はありますでしょうか。労働者側委員いか

がでしょうか。 

栗本委員 特にありません 

高橋会長 使用者側委員いかがでしょうか。 

澤村委員 特にございません。 

高橋会長 他によろしいでしょうか。 

平野室長 

事務局から一言申し上げます。特定最低賃金の改正に

つきましては、労使の合意が基本となりますので、今後、

労使間の意思疎通を図っていただき労使のイニシアテ

ィブにより進めていただきますようお願いいたします。 

高橋会長 

ありがとうございました。 

次に、議題２「運営小委員会報告について」でござい

ます。 

宮坂委員長から報告をお願いします。 

宮坂委員長 

それでは、２月 20 日に開催しました運営小委員会に

おける協議内容につきまして御報告申し上げます。 

運営小委員会では、来年度の岐阜地方最低賃金審議会

に係る 

 審議方針（案）について 

 審議日程（案）について 

その他として 

 運営小委員会の議事並びに議事録の公開について 
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 会議資料の公開について 

 審議会委員の研修会等の実施について 

 県最賃の改正諮問後における関係労使からの意見

陳述について 

以上につきまして協議いたしました。 

詳細を事務局から説明お願いいたします。 

平野室長 

それでは御説明いたします。 

まず、「令和６年度岐阜地方最低賃金審議会審議方針

（案）」についてです。 

資料№３（５ページ）を御覧ください。 

審議方針の内容に変更はなく、従来どおり、岐阜県最

低賃金は令和６年 10 月１日の発効、特定最低賃金は令

和６年 12 月 21 日の発効を目途としています。 

審議方針（案）については、運営小委員会において各

側委員の御賛成をいただいております。  

次に、「令和６年度岐阜地方最低賃金審議会審議日程

（案）」についてです。 

来年度上半期審議日程（案）について御説明します。 

資料№４（７ページ）を御覧ください。 

大まかな日程としましては、６月中旬に令和６年度下

半期審議日程の調整に係る第１回運営小委員会、７月初

旬に県最賃改正の諮問に係る本審、７月下旬から８月上

旬にかけて、目安の伝達及び特定最賃改正の必要性諮問

等に係る本審と第１回から第４回までの専門部会、答申

に係る本審を開催いたします。 

そして、８月下旬に同答申に係る異議審を、９月上旬

に特定最賃の合同専門部会を開催いたします。 

なお、県最賃の改正発効日を 10 月１日とするには、 

８月５日（月曜日）が答申の期限となり、異議審は８月

21 日（水曜日）の午前中が開催期限となります。 

それでは、詳細な日程について御説明します。 

第１回運営小委員会を 

６月 19 日（水曜日）午後２時から 
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県最賃諮問に係る本審を 

７月１日（月曜日）午後２時から 

目安伝達等に係る本審を 

７月 29 日（月曜日）午前９時 30 分から 

第１回専門部会を 

同日の本審終了後、午前 10 時 30 分から 

第２回専門部会を 

７月 30 日（火曜日）午後１時 30 分から 

第３回専門部会を 

８月１日（木曜日）午後１時 30 分から 

第４回専門部会を 

８月５日（月曜日）午前９時 30 分から 

県最賃の答申に係る本審を 

専門部会終了後の同日午前 11 時から 

異議申出に係る本審を 

８月 21 日（水曜日）午前 10 時から 

特定最賃合同専門部会を 

９月９日（月曜日）午後２時から開催したいと思いま

す。 

この他、県最賃専門部会の予備日を設けることとし、 

予備日による開催については、８月２日（金曜日）の午

前９時 30 分からとします。 

予備日の設定に関して、少し説明させていただきま

す。 

今年度までの県最賃専門部会においては、予備日を設

定したことはありませんでしたが、今般労側委員から審

議時間が不足した場合に備えて予備日を設定すること

についての御意見があり提案させていただきました。 

予備日での開催条件は、８月１日開催の第３回専門部

会終了時において、更なる審議時間を必要として公労使

三者が予備日の開催に合意した場合とします。 

また、予備日の審議時間については、午前９時 30 分か

ら午後０時までの２時間 30 分となります。 
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なお、予備日に第４回専門部会を開催した場合は、当

初予定の第４回専門部会は第５回専門部会として開催

いたします。 

以上が来年度上半期の審議日程（案）です。 

 続きまして、下半期の本審の日程（案）について御説

明いたします。９ページを御覧ください。 

特定最賃の改正発効日を 12 月 21 日とするには 10 月

23 日（水曜日）が答申の期限となり、異議審は 11 月８

日（金曜日）午前中が開催期限となります。 

これを踏まえまして、 

特定最賃の答申にかかる本審を 

10 月 22 日（火曜日）午前 10 時から 

異議審を 11 月７日（木曜日）午前 10 時から 

特定最賃の意向表明にかかる本審を 

３月 18 日（火曜日）午後４時からの開催として提案さ

せていただきます。 

なお、10 月の特定最賃の第２回、第３回専門部会、令

和７年２月の第２回運営小委員会につきましては、令和

６年６月に開催予定の運営小委員会において御検討し

ていただきます。 

来年度の審議日程（案）については以上となります。 

審議日程（案）についても、運営小委員会において各

側委員の御同意をいただいております。  

続けて「その他」として、４項目の議題について御説

明いたします。 

１つ目は、「運営小委員会の議事並びに議事録の公開

について」です。 

資料№５（11 ページ）「岐阜地方最低賃金審議会運営

小委員会運営規程」を御覧ください。 

運営小委員会運営規程については、先般２月 20 日に

開催されました第１回運営小委員会で決定していただ

いたところです。運営規程において、運営小委員会の議

事公開については第３条に、議事録公開については第４
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条に定められており、いずれも原則公開となっておりま

すが、今年度までの運用においては、同条文にあります

「公開が率直な意見の交換若しくは意思決定の中立性

が不当に損なわれるおそれがある場合に該当する」との

運営小委員長判断により議事は非公開、議事録はホーム

ページへ掲載せず労働局での閲覧のみを認めていまし

た。 

一方、本審については、傍聴人を入れ議事を公開し議

事録についてもホームページ掲載により公開しており、

各専門部会についても、今年度から公労・公使の二者協

議を除く公労使三者が集まって議論を行う場について

は傍聴人を入れ議事を公開し、議事録についても公労使

三者が集まって議論を行う場についてはホームページ

掲載により公開しております。 

また、議事公開並びに議事録公開に係る運営小委員会

運営規程の条文については、岐阜地方最低賃金審議会

（資料№６（13 ページ））並びに最低賃金専門部会（資

料№７（15 ページ）及び資料№８（17 ページ））の規程

と同様の内容となっております。 

以上のことから、運営小委員会における議論の透明性

の確保と率直な意見交換を阻害しないという観点を踏

まえ、来年度から議事公開並びに議事録をホームページ

に掲載して公開するよう、運営規程に係る現行の運用を

変更することについて御提案させていただき、運営小委

員会において、各側委員の御賛成をいただいたところで

す。 

２つ目として、「会議資料の公開について」です。 

現在、岐阜地方最低賃金審議会、岐阜県最低賃金専門

部会及び特定最低賃金専門部会の議事録については、ホ

ームページ公開としていますが、会議資料については、

「資料目次」のみホームページ公開としているところで  

す。 

資料№６（13 ページ）「岐阜地方最低賃金審議会運営  
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規程」の第７条第２項、資料№７（15 ページ）「岐阜県最

低賃金専門部会運営規程」の第６条第２項、資料№８（17

ページ）「特定最低賃金専門部会運営規程」の第６条第２

項、資料№５（11 ページ）「運営小委員会運営規程」第４

条第２項を御覧ください。いずれの運営規程において

も、議事録同様に会議資料は原則公開となっておりま

す。 

また、東海４県の労働局において、会議資料をホーム

ページ公開していないのは岐阜局のみとなっておりま

す。 

これらのことを踏まえ、岐阜局においても、来年度か

ら審議会、各専門部会及び運営小委員会の会議資料をホ

ームページ公開する運用について、御提案させていただ

き、運営小委員会において、各側委員の御賛成をいただ

いたところです。 

３つ目として、「審議会委員の研修会等の実施につい

て」です。実地視察等研修会等については、直近では平

成 29 年度に事業場の実地視察を実施しましたが、各側

委員から必要性についての疑問が呈されたことから、以

降今年度まで実施しておりません。 

運営小委員会において、来年度の研修会等の実施を求

める意見がなく研修会等を実施しないとしたことを御

報告いたします。 

最後に４つ目として、「県最賃の改正諮問後における

関係労使からの意見聴取について」です。 

資料№９（19 ページ）になります。こちらをご覧くだ

さい。 

岐阜県最低賃金の審議に際しては、最低賃金法第 25 条

及び最低賃金法施行規則第 11 条に基づき、公示により

関係労使に意見を求めており、例年岐阜県労連から意見

書が提出されているところですが、岐阜県労連からは審

議会において直接意見陳述を求める要請が出されてい

ます。今年度についても、令和５年６月に岐阜労働局長
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並びに岐阜地方最低賃金審議会会長に対する要請書、11

月に岐阜労働局長に対する要請書が提出されておりま

す。 

この件につきましては、御承知のとおり、平成 26 年度

の審議会において御協議をいただき、「意見の趣旨は書

面で十分表明される。」と決議され、同年度以降、同決議

を尊重するとして、意見陳述は実施されておりません。  

他県の状況につきましては、岐阜県を含め東海４県で

は実施されておりませんが、全国的には、おおよそ７割

の都道府県において実施されているところです。  

運営小委員会において、来年度の実施に関し各側委員

の御賛成が得られましたことを御報告いたします。 

なお、意見陳述の方法等については、実施決定後に改

めて検討し提案したいと考えております。 

以上となります。 

宮坂委員長 

ありがとうございました。 

以上が運営小委員会における協議内容の報告となり

ます。 

高橋会長 

ありがとうございました。 

かなりボリュームのある御提案をいただきまして、大

きく分けて三つということですよね。一つは審議方針

案、それからもう一つは審議日程案、三番目がその他と

いうことで四項目という、そのような運営小委員会から

の報告について御意見を伺います。順番に進めていきた

いと思います。 

まず、「令和６年度の審議方針（案）」についてでござ

います。労働者側委員から御意見をお願いします。 

栗本委員 特に異議ございません。 

高橋会長 使用者側委員、いかがでしょうか。 

澤村委員 異議ございません。 
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高橋会長 

異議がないようですので、この案のとおり決定いたし

ます。 

次に「審議日程（案）」について御意見を伺いたいと思

います。 

労働者側委員、いかがでしょうか。 

栗本委員 異議ございません。 

高橋会長 使用者側委員、いかがでしょうか。 

澤村委員 異議ございません。 

高橋会長 

異議がないということで、ご発言を頂戴いたしました

ので案のとおり決定いたします。 

それでは、来年度は、この日程で審議を進めてまいり

ますのでよろしくお願いいたします。 

次に「その他」として報告がありました４つの議題に

ついて、御意見をお伺いしたいと思います。 

１つ目は、「運営小委員会の議事並びに議事録の公開

について」でございます。 

 労働者側委員、何か御意見ありますでしょうか。 

栗本委員 異議ございません。 

高橋会長 使用者側委員、いかがでしょうか。 

澤村委員 異議ございません。 

高橋会長 

ありがとうございます。 

異議がないということでございますので、来年度から

は、運営小委員会に傍聴人を入れ議事を公開するととも

に議事録をホームページに掲載して公開することで決

定いたします。 

２つ目は、「会議資料の公開について」です。 

来年度から会議資料を公開することにつきまして、御

意見を頂戴したいと思います。 
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 労働者側委員、いかがでしょうか。 

栗本委員 異議ございません。 

高橋会長 使用者側委員、いかがでしょうか。 

澤村委員 異議ございません。 

高橋会長 

ありがとうございます。 

それでは公開に異議がないということでございます

すので、来年度から会議資料をホームページに掲載し公

開することを決定いたします。 

３つ目でございますが、「審議会委員の研修会等の実

施について」でございます。 

このことにつきまして来年度は、研修会等は実施しな

いとの報告をただ今頂戴いたしました。 

このことにつきまして労働者側委員、御意見いかがで

しょうか。 

栗本委員 異議ございません。 

高橋会長 
ありがとうございます。 

使用者側委員、いかがでしょうか。 

澤村委員 異議ございません。 

高橋会長 

異議なしということですので、研修会等は実施しない

ことと決定いたします。 

４つ目は、「県最賃の改正諮問後における関係労使か

らの意見聴取について」でございます。 

来年度から、県最賃の改正諮問後における関係労使か

らの意見陳述を実施することに関しまして、まず労働者

側委員から御意見を頂戴したいと思います。 
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 いかがでしょうか。 

栗本委員 特にございません。 

高橋会長 使用者側委員、いかがでしょうか。 

澤村委員 特にございません。 

高橋会長 

ありがとうございました。 

それでは異議なしということでございますので、来年

度から、県最賃の改正諮問後における関係労使からの意

見陳述を実施することで決定いたします。 

最後に議題３「その他」ですが、事務局から何かあり

ますでしょうか。 

平野室長 
日本標準産業分類の改定に伴う特定最低賃金の取扱

いについて室長補佐から説明いたします。 

安藤室長補佐 

それでは、資料№10（21 ページ）を御覧ください。 

１番に改定の概要が記載されており、令和５年６月に

改定の告示がされ、令和６年４月１日に施行予定とされ

ています。 

改定の主な内容ですが、１つ目として、「百貨店」、「総

合スーパーマーケット」、「均一価格店」等の分類項目の

新設、２つ目として名称変更による「砂糖・でんぷん糖

類製造業」等の設定、３つ目として、「，」（カンマ）の「、」

（句読点）への修正です。また、３番に改定を踏まえま

した特定最低賃金取扱いのポイントが記載されており、

申出を行う関係労使に対し現在の特定最低賃金の適用

対象業種の範囲を変更するか確認の上、変更しない場合

は改正の申出、変更する場合は新設の申出として取り扱

うこととされています。例年通りの改正申出を行いたい

場合は、適用対象業種の変更はしないこととなります。 

次に資料№11（23 ページ）を御覧ください。 
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今回の改定内容のうち、当局の特定最低賃金に関連す

る改定内容は、「，」（カンマ）の「、」（句読点）への修正

になります。 

資料の上の囲みが岐阜県の特定最低賃金３業種の令

和５年度の官報公示文、下が平成２０年の３業種の新設

時の公示文です。今回の改定では、平成２０年の官報公

示文の２適用する使用者の記載のうち当該産業におい

て管理，補助的経済活動を行う事業所のカンマを句読点

にすることになります。 

また、変更の時期については、申出から必要性審議の

答申までは旧産業分類、金額審議における答申について

は新産業分類にて答申を行うこととされており、必要性

ありの答申後、金額審議を行い答申がされる場合には、

改めて皆様に説明の上、カンマから句読点への変更を行

うこととなります。 

以上です。 

高橋会長 

ありがとうございました。 

ただ今の説明に関し、御質問等ありますでしょうか。 

労働者側委員、いかがでしょうか。 

栗本委員 特にございません。 

高橋会長 使用者側委員、いかがでしょうか。 

澤村委員 特にございません。 

高橋会長 

ありがとうございました。 

それでは、その他に事務局から何かございますでしょ

うか。 

平野室長 

議題としてこれで終了ですが、最後に、本日は今年度

最後の審議会となります。 

今年度末をもって、杉田委員が退任されることとなり 

ました。杉田委員は令和５年４月から労働者側委員とし 
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て御活躍いただきました。誠にありがとうございまし

た。 

それでは、杉田委員から御挨拶をお願いいたします。 

杉田委員 《挨 拶》 

高橋会長 

ありがとうございました。 

本日は今年度最後の審議会となりますので、千葉局長

から御挨拶を頂戴したいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

千葉局長 

岐阜労働局を代表いたしまして、ひと言御挨拶を申し

上げたいと思います。 

まず、退任されます杉田委員におかれましては、これ

まで岐阜地方最低賃金審議会の円滑な審議に御協力い

ただきまして、誠にありがとうございました。 

今後とも労働行政に対する御支援・御協力を賜ります

ようよろしくお願いいたします。 

さて、今年度の地方最低賃金審議会のスケジュールで

ございますけれども、本日の審議会をもちまして終了と

なります。 

今年度につきましては、物価高、価格転嫁、人手不足

等、最低賃金を巡る様々な課題がある中、県最賃は過去

最高の 40 円の引上げ額となる審議となりましたけれど

も、高橋会長をはじめ委員の皆様のおかげをもちまし

て、無事答申をいただくことができましたことに改めて

感謝を申し上げる次第でございます。 

また、今年度審議会より政府への要望についての建議

をいただきましたけれども、労働局といたしましても、

業務改善助成金の活用あるいは「年収の壁・支援強化パ

ッケージ」これらの推進、それから労務費の価格転嫁交

渉に関する指針の周知などに取り組んでまいります。 

最低賃金につきましては、令和５年 11 月２日付け閣

議決定されました「デフレ完全脱却のための総合経済対
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策」におきまして、「公労使の三者の最低賃金審議会で毎

年の最低賃金額についてしっかりと議論を行い、その積

み重ねによって 2030 年代半ばまでに全国加重平均が

1,500 円となることを目指す」とされております。 

また、３月 13 日は春季労使交渉の集中回答日でござ

いましたが、同日に政労使の意見交換が行われまして、

その際に総理発言の中で「昨年を上回る水準の春季労使

交渉の本日の回答額を踏まえて今年の最低賃金の引上

げ額について公労使三者構成の最低賃金審議会でしっ

かりと議論いただきたいと思います。」というようなお

話がなされております。令和６年度においても最低賃金

の引上げは重要な課題となることが想定されるところ

であります。 

来年度の審議におきましても、事務局として丁寧かつ

円滑な審議会運営に取り組んでまいりますので、委員の

皆様方におかれましては引き続き円滑な審議に御協力

を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

ありがとうございました。 

高橋会長 

ありがとうございました。 

それでは、以上をもちまして本日の審議会は閉会とい

たします。 

ありがとうございました。お疲れ様でございました。 

 


